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西日本自然史系博物館ネットワーク
とはどういう団体か？

• 目的
本法人は、２１世紀の日本における自然史系博物館が
社会に果たすべき役割の重要性と潜在的可能性を再認
識し、自然史系博物館を活用した市民学習の支援、自
然科学の振興、自然環境管理に必要な基礎情報の収集
と研究、博物館と諸機関・諸団体との広汎な連携の構
築といった諸課題を推進するとともに、併せてまちづ
くり、国際交流及び情報化社会の発展にも寄与するこ
とを目的とする。また、これらを実現するため、博物
館関係者および市民による活動を支援し、経験と成果
を蓄積する。」（定款第３条より）



活動の特徴

• 元々「科学系博物館活用ネッ
トワーク推進事業」というプ
ロジェクトから始まったこと
もあり、事業志向

• ZoomやYOUTUBEなどを多用
• 会員館の面白い活動を拾いな
がら、ノウハウを横展開

• 必要なら皆で集まって議論
• とにかくフットワーク軽く

地域との交流の工夫をした事例を集めてみました。博物館法では、博
物館に地域への貢献を求めていますが、博物館の発展にも地域からの
参加が必須です。地域の人々と交わるための仕掛けとして様々な「お
祭り」的なイベントが各地の博物館で企画・実施されています。 手法
や、工夫、手応えについて、情報交換をしたいと思います。
 各イベントについて、特色、課題、博物館が得たもの、これから目
指すものをご報告いただきます。
事例報告 ・大阪自然史フェスティバル 神山勇人
・きょうと☆いきものフェスティバル 谷 優子
・びわはくフェスティバル 大久保 実香
・横須賀ブックミュージアム 内船俊樹
・久万高原の小さなブックマルシェ 矢野真志
・大中遺跡まつり 松岡 千寿
・鳴く虫と郷町 坂本昇
総合討論 進行 佐久間大輔



一番最近の活動

マダニ感染症対策の研修会 日比基金助成事業

極めて高い死亡率のSFTS対策のための
研修会（演者都合により会員限定）

西日本ネットで行っている少額の活動
支援助成。試行的なイベントの実施や
標本作成活動組織づくりなど多様な支
援をしている。



友の会サミット2025 to 2026
博物館周辺の市民活動を活性化する
ために、経営や活動を考える、指導
者のための2日間

そして2026は関東開催
（日比基金助成）



自然史博物館を社会の中で
もっと機能させる

博物館の価値を世の中にアピールしていくこと
同時に学芸員の能力を上げていくこと
そのために内外の好事例を共有していくこと

自然史系博物館の相互扶助、その一環としての災害レスキュー



大規模災害対応とその後
• 東日本大震災・人吉水
害などの際の標本レス
キュー対応にもネット
ワークが貢献
その対応が2015SPNHC
フロリダ大会への参加
につながり、さらに
2024SPNHC/TDWG沖縄大
会に

• 実はSPNHCは自然史標本
デジタル化の議論の中
心地の一つ



海外のデジタル化：当時から大規模で圧
倒される事例もたくさん、でも基礎的な
ものも、たくさん紹介されていた



デジタルな
市民参加



デジタル拡張標本も次のトレンドに



デジタル化は資料のOPEN ACCESS化

• 少し前から「ネットで検索できない論文は引用されない」
現在「OPEN ACCESSでないと・・・」

• 今後AI利用が加速するとこの傾向は加速するだろう
• では資料は？？調査前に画像で探す動きは強まりつつある。

1. 画像で見て、興味を持ち、実際の調査へ
2. AIで画像の大量解析をして、その結果から調査へ
3. 管理者が気にもしていなかった新たな利用

• 博物館資料を安全に活用してもらうための手法としての画像
公開



どう進める？
• 世界で見ても台帳のデジタル化ですら
十分に進んでないところが普通。

• 台帳入力してから写真撮影でなく、写
真撮影してから目録入力、と言う流れ
も一つの考え。

• 個々の博物館の中で完結させず、館外
と協力、利用者も参加する方法を取っ
ている所も多い。



デジタル化の5つの作業群
• pre-digitization curation and staging,
デジタル化の切迫性、コレクションの破損状況、保管状況の確認
デジタル化前にIDを付ける、重要なものか、来歴は、タイプか？など

• specimen image capture,
撮影条件、機材、ファイル名管理など

• specimen image processing,
品質管理、色バランスなどの調整、バーコードの読み取り、ファイルのOCR読み
取りなど

• electronic data capture, and
標本個別情報の入力、OCRでラベルが読めない場合など

• georeferencing specimen data.
緯度/経度情報など地図情報の付加

Onsite

Online



大規模（日本的には）な撮影装置

植物標本であれば
1日600枚~、1ヶ月で最大15,000
枚のデジタル化
大阪のラベルだと自動読み取り
までは十分にできていない



デジタルな標本の研究利用



大量撮影の実際（大阪の場合）
• 撮影する標本を選択準備（学芸員のおしごと）
• 登録を確認・先行（まだAI任せはできない、ラ
ベルの調整）

• 撮影、撮影済み印
• 配架戻し（学芸員のおしごと）

• 週4日2,000枚体制でもかなり学芸員の負担
• それでもこの数年で10万点以上撮影



中核館ではそうした体制が取
れたとしても、、、

• すべての博物館でそうした体制は取れない
• 大阪へ運び込んでの撮影
 例）きしわだ自然資料館の植物標本4,000点撮影
ほぼ1.5ヶ月で実施

• 撮影前準備（登録できているか）
• 虫害管理（虫害が出ている博物館からの運び込み
は手間がかかる）無酸素燻蒸しながら輸送

• 輸送しやすい植物標本ならではの体制昆虫は難
しい。



小規模館・アマチュアが自分
でできる技術も必要
• 貸し出し型撮影装置
2025年いのちのたび博物館で１０００枚撮影
どこまで簡便に、そこそこの撮影ができるか

自前でもできる？
自宅・小規模館で実現できる

「高演色家庭用照明機材を用いた標本撮影」
（アマチュアが寄贈前に自宅でできる体制）
適正技術で無理せず着実に



演色性の良い家庭用照明＋
工夫で低コストな撮影

西日本自然史系博物館ネットワークではこれら
研修動画をYOUTUBEで公開



博物館そのものを見せるデジタルコンテンツ

• マイクロドローンで
90秒で博物館を紹介。

• 博物館の個別資料で
なく、展示全体、立
地まで含めて紹介。

• 動画での記録も重要
な手法。

• まだ来たことのない
来場者に向けた発信
の素材として工夫が
可能。



３Dは群雄割拠・日進月歩
• スマホ一台でできる
こと、VRスペースで
できること、ゴーグ
ルでできること、な
ど様々だが、なかな
か決定打がない。

• プラットフォームも
やや不安定

• 情報を収集、手頃に
できる技術で実践し
つつ、魅力を演出



データをどう作るかだけでなく
どう使うか、どう使ってもらうか

３Dデータから３Dプリンタ、視覚障害者対応へ

出口を意識したデータ整備、
学校、障害者グループなどユー
ザー開拓と連動した活動
より広いユーザーを求めた



UNESCO（2015）
「ミュージアムとコレクションの保存活用、
その多様性と社会における役割に関する勧告」より

25．加盟各国は、国際基準に基づく収蔵品目録の作成
が、その司法権が及ぶ地域内のミュージアムにとっての
優先事項となるよう、適切な対策を講じるべきである。
コレクションの電子化はこの点できわめて重要であるが、
電子化が、コレクションの保全に取って代わるものと見
なされることがあってはならない。



西日本自然史系博物館ネットワー
クがなんとか機能できている理由
• 割とはっきりとした団体の設立目的
• 創立メンバーがまだ残ってる
• 「機能」することに存在意義がある団体、実働
重視

• 学会なども含め色々顔がつながるメンバー
• 大規模な館だけでなく、小規模館も含めた理事
構成

• NPOならではの意思決定のしやすさ
• 幸いにも手元資金がなんとかある



自然史博物館を社会の中で機能させるために必要なものは何か？

論文：学術成果

博物館の展示
文化的教育的活用

レッドリストや
生物多様性情
報：政策の根拠
となる行政資料

自然史標本

多面的な価値を持つ自然史資料
再検証可能性を確保する存在

これら全体のデジタルな表現をどうするか？？
これらの活動全体を支える学芸員の強化はどうするか
これらをこなしたうえで、博物館活動は持続的か
原資はどこからどのように調達するか

多様な形でのデジタル公開
画像・3D・メタデータ・DNA等々
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